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令和５年７月教育委員会定例会議事日程 

 

新潟市教育委員会 

日 時 令和５年７月２５日（火） 午後３時３０分 開会 

場 所 新潟市役所ふるまち庁舎４階 教育会議室１ 

日 程 第１ 会議録署名委員の指名 

 

第２ 付議事件 

議案第 ９号 令和６年度使用新潟市立小学校用 

 教科用図書の採択について・・・・・・・・別冊 
 

議案第１０号 令和６年度使用新潟市立特別支援学校・特別支援学級用 

      一般図書の採択について・・・・・・・・・・・・別冊 

 

第３ 報告 

・幼児教育シンポジウムの開催について・・・・・・・・・・・・・１ 

 

第４ 次回日程 

８月定例会 令和５年８月２３日（水）午前１０時３０分 

 

第５ 閉会 

 

第６ 協議会 

・教育委員会の事務の管理及び執行状況に関する 

点検・評価（案）について・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

付議事件 

※別冊を参照
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幼児教育シンポジウムの開催について 

 

教育総務課教育政策室 

 

１ 目的 

  子どもの成長・発達を社会の真ん中に据えた幼児教育の在り方に関するシンポ

ジウムの開催を通して、幼児教育の重要性を広く市民に発信する。 

 

２ 主催 

  新潟市教育委員会（事務局：新潟市教育委員会教育総務課・学校支援課） 

 

３ 日時 

  令和５年 11 月 12 日（日）13：15～16：20 

 

４ 運営方法  

  会場での対面形式とオンライン形式のハイブリッドで行う 

 

５ 会場 

新潟市立中央図書館 ほんぽーと 多目的ホール  

住所 新潟市中央区明石 2丁目 1-10 

           ℡  025-246-7700 

 

６ 参加対象者 会場 100 名、オンライン 

① 新潟市の幼稚園、保育園、こども園に子どもを通わせている保護者 

② 新潟市内の高等学校、専門学校、大学等に在学する学生 

③ 新潟市の幼稚園、保育園、こども園、小中学校に勤務する教職員 

④ 新潟市内在住者 

 

７ 参加費 

  無料 

 

８ 当日の日程 

 13：00～13：15  受付 

  13：15～13：25  開会の挨拶 

  13：25～14：30  基調講演（講師紹介及び講演）  

  14：30～14：45  休憩（市立幼稚園 VTR 視聴） 

  14：45～16：05  パネルディスカッション          

  16：05～16：15  質疑応答（会場のみ対応） 

  16：15～16：20  閉会の挨拶 
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９ 基調講演   

  演題 （仮）「幼児教育の重要性」 

     ～生涯を通じて学び育つ基盤となる幼児期の教育とは～ 

  講師候補  津金 美智子（名古屋学芸大学教授）  

 

10 パネルディスカッション  

 テーマ（仮）「子どもの成長・発達における幼児教育の重要性とは」 

  ＜パネリスト＞ 

 CO 長谷川 豊 館長    （新潟市立豊栄図書館長） 

長澤 正樹 新潟大学教授（特別支援教育）  

   青木 博子 園長    （市立幼稚園長会長） 

   斎藤 聖治 園長    （私立幼稚園・こども園協会会長） 

椎谷 照美 さん    （笑顔の応援団 NPO「とらのまき」代表） 

      ※津金講師からもオブザーバーとして参加してもらう。 

 

11 周知方法 

 ・新潟市 HP、にいがた共育通信、LINE、母子手帳アプリへの配信 

 ・各園の HP、園だより、インスタ等 

 ・市報にいがた 

 ・チラシの配布、子育て支援センターでの配架も含む 

 ・ポスターの掲示 

  

12 その他  

 ・新潟県教育月間（11 月）の取組みと併せて実施 
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